
出典：高槻市市民意識調査

 

3

データでみる男女共同参画
　男女共同参画というと、女性活躍や女性の社会進出に焦点が当てられることが多いですが、男性の家庭
参画はどのようになっているでしょうか。女性が活躍するためには、「男は仕事、女は家事・育児」とい
った固定的な性別役割分担意識を解消することが必要になります。男性が家事や育児などの家庭責任を担
うことが、女性がより社会に目を向け、活躍するための環境を整えることにつながります。また、男性が
家事や育児を行うことは、男性自身が自立して生活するためにも大切なことです。
　性別による役割分担意識や男性の家事や育児への関わりについて、今回は、内閣府と高槻市の意識調査
結果データから見てみましょう。

　（図１）、（図２）の意識調査から見えてくるのは、「男は仕事、女は家庭」という考え方に対して、
どちらかといえば反対、反対という方が年々、増加しているということです。

　（図３）からは共働き世帯の数が増加していることがわかります。平成９年以降は、共働き世帯のほう
が、男性のみが働く世帯を上回っています。
　また、平成28年の日本の家事・育児関連時間は、夫婦間で大きな差があり、妻に偏っています。世界的
に見て、日本は差が大きくなっています。（図４）

データからみると、「意識」は少しずつ変化しています。共働き世帯が増加している今、男性も女性
も、家事・育児を共に担い、自らが望む働き方や生き方ができる男女共同参画社会を目指しましょう。
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（備考）１．内閣府「婦人に関する世論調査」（昭和54年），「男女平等に関する世論調査」（平成４年），
　　　　　　「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成14年，24年，28年）及び「女性の活躍推進に関す
　　　　　　る世論調査」（平成26年）より作成。
　　　　２．平成26年以前の調査は20歳以上の者が対象。28年の調査は，18歳以上の者が対象。

（備考）１．昭和55年から平成13年までは総務庁「労働力調査特別調査」（各年２月。ただし，昭和55年から
　　　　　　57年は各年３月），平成14年以降は総務省「労働力調査（詳細集計）」より作成。「労働力調査
　　　　　　特別調査」と「労働力調査（詳細集計）」とでは，調査方法，調査月等が相違することから，時
　　　　　　系列比較には注意を要する。
　　　　２．「男性雇用者と無業の妻から成る世帯」とは，夫が非農林業雇用者で，妻が非就業者（非労働力
　　　　　　人口及び完全失業者）の世帯。
　　　　３．「雇用者の共働き世帯」とは，夫婦共に非農林業雇用者（非正規の職員・従業員を含む）の世帯。
　　　　４．平成22年及び23年の値（白抜き表示）は，岩手県，宮城県及び福島県を除く全国の結果。

（備考）１．総務省「社会生活基本調査」（平成28年），Business of Labor Statistics of the U.S."American 
　　　　　　Time Use Survey"（2016）及びEurostat "How Europeans Spend Their Time Everyday Life 
　　　　　　of Women and Men"（2004）より作成。
　　　　２．日本の値は，「夫婦と子供の世帯」に限定した夫と妻の１日当たりの「家事」，「介護・看護」，
　　　　　　「育児」及び「買い物」の合計時間（週全体平均）。
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出典：平成30年度男女共同参画白書

（図３）（図４）出典：平成30年度男女共同参画白書

図４　６歳未満の子供を持つ夫婦の家事・育児関連時間（１日当たり，国際比較）図３　共働き等世帯数の推移
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図１「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という考え方に関する意識の変化 図２「男は仕事、女は家庭」という考えについて
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